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里山整備活動を通じた
コミュニティ作り 
～場作りと人的ネットワーク作り～ 

社会参加を促す 

中尾 真澄 
 
理学療法士    
修士（学術） 
福祉住環境コーディネーター2級 
     
     

地域包括ケアシステム 
• 最期まで住み慣れた地域で過ごせるための包括的なサー
ビス提供体制 

 

• 自宅から30分以内でサービスを利用できる、中学校区を
想定している 

• 地域住民の連携、事業所間の連携、 

 すなわち人的なネットワーク作りが肝要である。 

 

 

概念図 

このへんの活動です！ 

なぜ里山整備なのか？ 
• 放置された里山の荒廃は社会課題である 

• 自然と触れ合うのが好きである 

• 体を動かせる 

• 単純に楽しい 

• 生き方、生きがいを追及できる場である 
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多職種・多部門の参加 

• 建築士 デザイナー 県庁職員        

 NPO職員 管理栄養士 理学療法士  

 保育士 林業従事者 農業従事者  

 家具職人など・・ 

• 他部門の参加 

  株式会社 NPO 大学 行政 

  社会福祉協議会 ボランティア団体 

月に一度 
整備した竹でバーベキュー 

台風で折れた枝、畑に落下し危険である 
山桜の断面 利活用はアイデアしだい 

里山イベント開催 600人超の参加者 

里山の持つ可能性 
• 整備することで社会課題の解決につなが
る 

• 自然も社会資源である 

• 人々が生産しながらつながりを作れる場 

• 体を動かし、健康増進になる 

• 各々の行いたい活動を通じて生きがいを
追及できる 

 

 


